


施設概要

施設名：老人保健施設ミネルワ

所在地：松山市高岡町302-2
開設：1995年6月1日
定員：100名

協力医療機関：渡辺病院

理念
利用者様の尊厳を守り、安全に配慮しながら生活機能の維持・向上を
目指し総合的に援助します。また、家族や地域の人々・機関と協力し、
安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。













使用福祉用具





個別研修





施設内研修



ポジショニング実施



空間を作り
褥瘡部が当たら
ないようにする

大腿部を支える

足底を付け
安定させる

腕を乗せ
胸郭を拡げる

下腿が後方
に落ちない
ようにする



ポジショニング実施



お尻の後ろに
バスタオル

(骨盤後傾の補正)

肩の高さを揃え
歪みを正す

股関節脱臼を防ぐ

右への傾きを防ぐ



意思の見える化：ポスター作成・掲示

視覚的な啓発ツールを
作成し、職員、利用者様、
ご家族の目に触れる場所
に掲示し、意識を変革。常
に「抱え上げない」意識を

現場に浸透



ケアの標準化：マニュアル作成

【マニュアル作成】

ポジショニング、移乗、

用具使用法を明文化

【自己流からの脱却】

「個人の技術」から

「チームの標準」へ

【サービスの質の均一化】

誰が担当しても同じケアを
提供



環境整備：福祉用具の配置

ベッドサイドへの

専用スタンド配置
すぐに取り出せる

棚の整備・配置

【福祉用具の定位置管理】

◉使いたい時にすぐに使える環境を作る

◉部屋割りの見直し



現場実践(OJT)
◉ 実際のケア場面での直接指導

◉ 研修で学んだ知識を技術として定着

◉ その場での修正とフィードバック



滑りやすい浴室環境でも、スライディングボードを使用すること
で、転倒リスクと身体的負担を大幅に軽減









課題：成果は得られたが残る課題

◉福祉用具の整備・活用が十分とは言えない

◦ 福祉用具の台数不足を背景に、必要性があるのにも拘わらず

使用対象が一部の利用者様に限定されている

⇒ 福祉用具の計画的導入と継続的な研修を行い、

全ての利用者様が、ノーリフティングケアの恩恵を受けられる

環境作りが必要





職員も利用者様も、
安心できる施設へ

～ トータルセーフティケアを目指して～

ご清聴ありがとうございました

医療法人ミネルワ会 老人保健施設ミネルワ


